
  

ノーマライゼーション３やソーシャルインクルージョン４の理念に基づき、だれもが、

主体的に社会参加でき、相互に人格と個性を尊重し、支え合い、ダイバーシティ５を推進

する地域社会の実現を目指します。 

  

だれもが、自分の意志に基づき、自らの選択のもとに自立した生活を営み、自己実現で

きるよう支援します。 

  

だれもが、健康で安全な生活を享受でき、生涯を通じて健康を保持・増進することがで

きる地域社会を目指します。 

  

だれもが、地域の課題を把握し、解決するための活動に、当事者意識を持って、主体的

に参画・協働し、分野を超えてつながる地域づくりを推進します。 

  

一人ひとりが互いに人権を尊重し、喜びも責任も分かち合いつつ、性別に関わりなく、

その個性と能力を十分に発揮していきいきと暮らせる地域社会を目指します。 

第２章 計画の基本理念・基本目標 

本計画では、地域福祉保健計画の総論で掲げた次の基本理念及び基本目標に基づいて

子育て支援施策を推進していきます。 

 

１ 基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

だれもが、個人として尊ばれ、人間性が生かされるとともに、人権が尊重される地域社

会を目指します。 

人間性の尊重 

自立の支援 

支え合い認め合う地域社会の実現 

健康の保持・増進 

協働による地域共生社会の実現 

男女平等参画の推進 

【資料第３号】 



３
ノーマライゼーション(normalization) 障害のある人もない人も、子どもも高齢者も、すべての人が

地域で普通（ノーマル）の生活を送ることを当然とし、共に支えあって普通の生活ができる社会を創造す

ること。また、その考え方をいう。 
４
ソーシャルインクルージョン(social inclusion) すべての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護

し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として包み支え合うという理念をいう。 
５
ダイバーシティ(diversity & inclusion) 性別（性自認及び性的指向を含む。）、人種、国籍、宗教、

経歴、障害の有無など人それぞれの「違い」を「多様性」として認め合い、互いを尊重し、誰もが暮らし

やすい社会の実現を目指す考え方をいう。 

 

 

 

 

２ 基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だれもが、 

いきいきと自分らしく、 

健康で自立した生活を営める地域社会を 

目指します。 

だれもが、 

住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、 

必要な福祉保健サービスを自らの選択により利用でき、 

互いに支え合う地域社会を目指します。 

だれもが、 

地域、暮らし、生きがいをともに創り、 

互いに高め合い、役割を持つことができる 

地域社会を目指します。 


